
国際海底光ケーブルは、自国と相手国の�

ネットワークを結ぶ〈国際ネットワーク〉の構築用ケーブルである。�

従来の国際ネットワークには衛星無線システムも�

併用されていたが、光ケーブルの大容量化や�

セルフヒーリング機能の実現により、�

近年では海底光ケーブルだけが使用される傾向にある。�
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